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会員の皆様、明けましておめでとうございま

す。皆様方には健やかな新年をお迎えのことと
心よりお慶び申し上げます。
　昨年中は当会の事業活動に格別のご支援ご協
力を賜り厚くお礼申し上げます。
　昨年は石破前首相の退任を受け、高市早苗氏
が女性初の首相に選ばれるなど新しい時代の幕
開けを迎えようとしております。
　新型コロナ禍など幾多の試練を越えていく過
程で、当会の事業活動も少しずつ変化を遂げて
参りましたが、法人会の原点である「税」に関
する活動（税の提言活動、税の啓蒙活動、将来
を担う学童に対する租税教育活動など）は不変
のテーマであり、税務ご当局をはじめ各友誼団
体との交流を図りつつ事業活動を幅広く展開し
ております。
　さて、税務ご当局におかれましては、引き続
き「税務行政のデジタル・トランスフォーメー
ション（ＤＸ）」を最重要課題と位置付けて、
デジタルを活用した国税手続きや業務の見直し
を推進され、これによって、納税者利便の向上
を図るとともに、経済取引のデジタル化を通じ
た社会全体の生産性向上に貢献することを目指
す一方で、社会全体のコストを削減するという
観点から、納税における電子手続、キャッシュ
レス納付の利用拡大にも取り組んでおられます。
　税制面おきましては、令和7年度税制改正に

より、所得税の「基礎控除」や「給与所得控除」
に関する見直し、「特定親族特別控除」の創設
が行われ、年末調整事務が一変致しました。ま
た、ガソリンなどの燃料価格の高止まりを打開
するため、揮発油税の暫定税率（25.1円）が昨
年12月31日に廃止されました。さらには、地
方税である軽油引取税の暫定税率（17.1円）が
本年４月１日に廃止されます。
　燃料価格が下がるという観点からは大いに歓
迎致しますが、暫定税率の廃止に伴う代替財源
を如何にするのかという問題が残っていること
も事実であり、今後も議論を重ねる必要がある
と考えております。
　そういった状況の中、税に軸足を置いて活動
している我々会員企業と致しましても、自らが
これらに対応するための学習・情報収集を積極
的に行うとともに、税務ご当局と連携・協力し
てこれらの周知・普及に向けて尽力させてい
ただきたいと思っております。
　結びにあたり、本年も事業活動を有意義に
行っていくためにも、会員並びに役員の皆様
が一人でも多くの方に声を掛け合っていただ
き、積極的に事業活動にご参加、ご協力いた
だけることを切に願っております。
　また、本年が会員の皆様方にとって素晴ら
しい一年となりますよう心よりお祈り致しま
して新年のご挨拶とさせていただきます。

新年のごあいさつ
一般社団法人　岩国法人会

会　長　　鈴　木　義　治



岩国税務署長 横　山　健　治

　明けましておめでとうございます。
　皆様方におかれましては、健やかに新春を
お迎えのことと謹んでお慶び申し上げます。
　一般社団法人岩国法人会の皆様方には、税
務行政の円滑な運営につきまして、平素から
格別のご理解とご協力を賜り、厚くお礼申し
上げます。
　また、税のオピニオンリーダーとして、正し
い税知識の普及や納税意識の高揚を図るため、

「租税教室」への多数の講師派遣をはじめ、「絵
はがきコンクール」の開催、「夏休み 税ミナー
ル探検隊」の実施など、税の啓発活動を展開
していただいております。さらに、「ふくしの
夕べ～タオル一枚運動～」における映画上映、
税を考える週間中の「Let's 献血」、そして「日
米親善リレーマラソン」など、多岐にわたる
地域社会への貢献活動にも熱心に取り組んで
おられます。こうした法人会の活動は、私ど
も税務行政に携わる者にとりまして、誠に心
強いものであり、改めまして役員の方々、並
びに会員の皆様の御尽力、御熱意に対し心か
ら感謝申し上げる次第です。
　さて、経済社会のグローバル化・デジタル
化の進展等に伴い、税務行政を取り巻く環境
も大きく変化しています。このような中、国
税庁では、「納税者の皆様の利便性の向上」「課
税・徴収事務の効率化・高度化」「事業者のデ

ジタル化促進」を３つの柱とし、「税務行政の
デジタル・トランスフォーメーション」を推
進しております。
　特に、納税者の皆様の利便性の向上と税務
行政の効率化の観点から、添付書類を含めた
ALL-e-Tax と自動ダイレクトをはじめとす
るキャッシュレス納付の利用による「ALL 電
子申告・納税」の実現に取り組んでおります。
とりわけ、より多くの方がキャッシュレス納
付のメリットを享受できるよう、納付回数の
多い源泉所得税と地方税（eLTAX）のキャッ
シュレス納付の利用拡大に向けて取り組んで
いるところです。
　岩国法人会の皆様方におかれましては、キ
ャッシュレス納付の利用促進やインボイス制
度、所得税の基礎控除の見直し等の改正につ
いての周知広報や研修会の開催などに多大な
ご尽力をいただいておりますが、税務行政に
関しまして、本年も変わらぬご理解とご協力
を賜りますよう、何卒よろしくお願い申し上
げます。
　新しい年が一般社団法人岩国法人会の益々
のご発展と会員の皆様方のご繁栄につながる
良い年でありますよう、心から祈念いたしま
して、新年のごあいさつとさせていただきま
す。

新年のごあいさつ



岩国市長 福　田　良　彦

明けましておめでとうございます。皆様方
には、健やかに令和8年の新春をお迎えのこと
とお喜び申し上げます。
　昨年は、マツダ（株）の電気自動車用電池
の新工場建設に向けた協定書に、山口県と共
に調印しました。この進出により、多くの雇
用創出と地域全体への経済波及効果が期待さ
れます。
　また、岩国錦帯橋空港は、利用者500万人を
達成しました。羽田線・那覇線とも高い搭乗
率を維持しており、今後も、より一層の利用
促進と観光振興などに努めてまいります。
　さらに、鳥取市とは姉妹都市提携30周年を
迎え、沖縄の宜野湾市と新たに姉妹都市提携
を結び、今後、様々な分野で交流をより一層
広げてまいります。
　そして、本年は、黒磯地区に、入浴施設・
科学センターなどを備えた福祉交流施設「い
こいと学びの交流テラス」の供用開始をはじめ、
県東部地域のスポーツ活動拠点となる県立武
道館と産業振興の中核となる東部地域産業振
興センターの着工も予定されています。
　一方、将来の岩国をかたちづくる幹線道路
の整備、防災・減災対策の充実、デジタル化
の推進などにもしっかりと取り組んでまいり
ます。
　さらに、この秋、宇野千代さんをモデルに

した、ＮＨＫ連続テレビ小説「ブラッサム」
が放映されます。岩国の魅力を全国に発信す
る絶好の機会と捉え、様々な取組を進めてま
いります。
　そして、今年３月、本市は合併20周年とい
う大きな節目を迎えます。これまで、各地域
の特性を生かしながら、調和と一体感の醸成
に尽力してまいりました。
　今年は、この歴史と歩みを皆様と共に振り
返り、その成果を礎に、更なる飛躍に向け、
新たな扉を開きます。
　これからも、現場主義と市民目線を大切に、

「力強くも、やさしく、しなやかに、市民と共
に歩むまちづくり」の理念のもと、新たな可
能性に挑戦してまいります。
　皆様方にとりまして、本年が希望に満ちた
一年となりますことを心から祈念いたしまし
て新年のご挨拶といたします。

新年のご挨拶



　新春を迎え、謹んでお慶びを申し上げます。
　2025年は、能登半島地震から一年、復旧へ
の歩みが続く中、阪神・淡路大震災から三十
年、終戦から八十年という節目の年でもあり
ました。自然災害の記憶と平和の尊さを改め
て胸に刻み、私たち一人ひとりが地域と社会
の在り方を見つめ直す一年となりました。一
日も早い復興を心よりお祈り申し上げます。
　そして、未だ終息をみない世界各地での紛
争、地政学上の懸念も尽きない中で、国内で
は女性総理の誕生という歴史的な政治の転換
点を迎え、2025年大阪・関西万博が開催され
るなど、国内外ともに大きな変化が続きまし
た。特にAIの社会実装が本格化する中で、産
業構造や働き方そのものに大きな変革が求め
られた一年でもありました。
　このような激動の時代においては、国内外
の情勢に翻弄されがちですが、我々経営者は、
常に足元をしっかりと見つめ、環境の変化に
対して柔軟かつ軽やかなスタンスが取れる体
制を築くことが、何よりも肝要であると存じ
ます。
　岩国商工会議所におきましては、会員企業
の皆様の声を真摯に受け止め、地域産業の振
興と持続可能な発展を目指した活動を展開し
てまいりました。
　現在、地域経済は確かな回復の途上にあり、

政府の経済対策と皆様の企業努力が、賃金上
昇の機運を高め、好循環の兆しを生み出しつ
つあります。皆様のご努力に敬意を表すと同
時に、AI技術の加速やグローバルな課題に対
応した強固な基盤を整備することが求められ
ています。多様な知見と技術を地域で共有し、
相互に協力し合う体制を常態化し、地域社会
が将来にわたって繁栄を享受できるよう、皆
様とともに最善を尽くす所存です。
　また本年後期には、NHK連続テレビ小説『ブ
ラッサム』が放送予定であり、岩国出身の作家・
宇野千代先生をモデルにしたこの物語は、単
に文化的な作品に留まらず、全国の注目を岩
国に集める絶好の機会です。主人公が幾多の
困難を乗り越え、自己を花開かせていく姿は、
地域経済の新たな飛躍への希望と重なり合い
ます。この好機を最大限に活かし、観光客誘
致、地域ブランドの向上、そして経済の活性
化へと繋げるための取り組みを、関係機関と
連携して積極的に推進してまいりたく存じます。
　終わりに、本年が皆々様方にとって明るく
希望に満ちた一年となりますよう心からご祈
念申し上げ、新年のご挨拶といたします。

年頭のご挨拶
岩国商工会議所

会　頭　　豊　島　貴　子



岩国税務署長表彰
（一社）岩国法人会　副会長
　（株）塩田不動産　塩　田　博　志

岩国税務署長感謝状
（一社）岩国法人会　理事
　（有）塩屋酒場　　 塩　屋　喜三郎
　（有）富島装飾　　 富　島　慶　太
　（有）由宇衛生社 貞　中　宏　之
　  アイ・アカウンティング税理士法人　
　　　　　　　　　    天　羽　洋　子

納税表彰において栄えある受彰

広島国税局長表彰
（一社）岩国法人会　副会長
　光井興産（有）　　光　井　圭　司

令和７年度納税表彰におきまして、長年にわたり申告納税制度の普及・発展ならびに納税意識の高揚

に多大なるご尽力を賜りましたことが高く評価され、このたび下記６名の皆さまがご受賞の栄に浴され

ました。

　誠におめでとうございます。心よりお祝い申し上げますとともに、今後ますますのご活躍をお祈り申

し上げます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(以下敬称略）



令和8年度税制改正に関する提言活動

　一般社団法人岩国法人会では、「税制に関する要望事項」を取りまとめ、地方自治体に提言活動を行っ

ています。令和８年度税制改正に関する提言内容を要約してご紹介します。

　提言活動訪問者：　　　会長  鈴木義治　　税制担当副会長  長畑克典　  

　　　　　　　　　税制委員長  西山隆宏　　　税制副委員長  大草銀二

和木町長　坂本啓三 氏
        

            　 和木町議会議長　兼本信昌 氏 　
               　

《地方自治体》
令和7年11月18日

岩国市議会議長  片岡勝則 氏 岩国市長　福田良彦 氏 

令和7年12月1日



 





 

 

 







話題コーナー

～大きな花が咲きますように～

  藤 　井 　淳　 史

千代さんの人生は再起のものがたり

　明けましておめでとうございます。今年の
岩国は〈二重のおめでとう〉になる期待感が
膨らんでいます。秋から全国放送が始まるＮ
ＨＫの朝の連続テレビ小説「ブラッサム」は
爆発的な観光・経済効果をもたらすでしょう。
　朝ドラはＮＨＫの看板番組です。無数の番
組企画に波及し、主人公のモデルになる宇野
千代さんのふるさと岩国も多面的に紹介され
るはずです。千代さんは「桜も日本一、錦帯
橋も日本一…」のことばも残しており、錦帯
橋の「世界文化遺産登録」への期待も高まり
ます。
　千代さんの人生は多彩です。前回は芥川龍
之介、川端康成との親交の経緯に触れました
が、日本の近代文学に与えた影響はとても大
きなものがあります。前回に続き、その一端
や人生の歩みを紹介しましょう。

■尾崎との別れ
　千代さんは別の女性と親密になった尾崎士
郎と別れることになりますが、尾崎は後に千
代さんへの思いを次のように綴っています。
　「文学眼をひらいてくれたのは宇野千代女
史であった…。無為の感情の中を彷徨してい
た私の心眼に一点の光を投じてくれたのは彼
女である」。

■色ざんげ
　千代さんの初期の代表作「色ざんげ」は巴
里（パリ）帰りの若い画家の情死未遂事件を
書いたものです。その画家は後に甘い女性像
が人気を博し、「二科会のドン」と呼ばれる
ことになる東郷青児です。
　千代さんは東郷と暮らしますが、その東郷
ともやがて別れます。東郷が情死未遂事件の
相手と「より」を戻したからです。共に暮ら
したのは４年間ですが、交流は晩年まで続き

ます。東郷は後にこんなことを書いています。

　「こんな理想的なカップルはめったにない

はずなのに数年で別れてしまったのは私の読

みが浅く、宇野さんの稀にみる女らしさと思

いやりがつかめなかったことと私が稀代の浮

気者だったためである…」。

　千代さんは好いた男に尽くしても尽くして

も報われない恋と結婚を繰り返したのです。

■着物デザイナー、「スタイル」の創刊
　千代さんは小説家に留まらず、編集者や着

物デザイナー、実業家としても活躍しました。

　都新聞の記者だった北原武夫と結婚するの

は1939年。媒酌人は小説家の吉屋信子と洋

画家の藤田嗣治でした。このとき、北原３２

歳、千代さん42歳。千代さんは「生きて行く

私」の中でこんなことを書いています。

「女の方が十歳も歳上と言うことは言うまで

もなく、大変なことである。それでもなお、

平気で北原と結婚出来ると考えていたとは何

と言うことであろう。実を言うと私は、この

年齢のことなど一度として考えたことはなかっ

た。それほど北原を愛するのに急であった。

いや、愛するのではない。愛している、と自

分自身が思い込んでいるのに急だった」

　千代さんは北原に作家になるよう熱心に勧

め、北原は芥川賞候補作品を書いて文壇にデ

ビューします。千代さんは才能を見抜き、育

てるセンスに長けていました。

　千代さんは1936年、日本初の女性向け

ファッション雑誌「スタイル」を創刊、斬新

なセンスで女性の装いに革新をもたらし、流

行の最先端を走ります。

　「女だけが読むお洒落雑誌のやうなものを

やったら面白い」という発想から写真グラビ

アによるファッション情報や化粧、映画、生

NPO法人宇野千代生家 副理事長
宇野千代顕彰会 副会長



活、芸能ニュースを発信します。創刊号の表
紙絵はパリ帰りの藤田嗣治、題字は東郷青
児。時代の最先端をいくセンスでした。
　戦時中の物資不足で「スタイル」は一時廃
刊となったものの、終戦後に復刊します。再
スタートすると「風と共に去りぬ」の女優ビ
ビアン・リーのヘアスタイルを写真と共に紹
介したり、山口淑子（李香蘭）のエッセイも
盛り込み、戦後の女性を勇気づけ、千代さん
の本領が発揮される場となりました。全盛期
は稼ぎに稼ぎ、銀座にビルを建て、豪邸を持
ち、別荘まで建てたのです。
　しかし、その結末は必ずしも千代さんを幸
せにするものではありませんでした。「スタ
イル」の成功を真似て出版大手は類似のファッ
ション誌を相次ぎ発行、スタイル社は大きな
負債を抱え、1950年代に倒産します。
　北原とも離婚することになりました。北原
には付き合っていた女性（女優）がおり、千
代さんと離婚した後、すぐに再婚します。し
かし、千代さんは再起して執筆とデザインで
逆境を乗り越えていくのです。

■「おはん」、「生きて行く私」
　10年をかけて千代さんが書き上げた代表作

「おはん」（連載1947～57年）は岩国と思わ
れる街を舞台に、妻と愛人の二人の女にひか
れる男の情痴の浅ましさを描いたものです。
物語は架空の町を舞台に架空の方言による告
白文によって紡がれますが、そこかしこに岩
国を感じさせます。
　作品は昭和文学の古典的名作とされ、野間
文芸賞と女流文学賞を受賞します。1984年
には市川崑監督、吉永小百合主演で映画化さ
れました。
　千代さんの作品には湿っぽい恨み言や愚
痴、未練がなく、何事も前向きに解釈して突
き進む爽快さがあり、力強さとカッコよさを
感じさせます。
　そして「生きて行く私」は85歳での連載な
がら100万部超のベストセラーとなり、評価
を確立します。この自伝エッセイにも故郷へ
の思いが強くにじんでいます。
　千代さんは1990年に文化功労者、勲二等
瑞宝章を受章。日本芸術院会員として98歳ま
で創作を続けました。

■朝ドラ「ブラッサム」
　「ブラッサム」はそんな千代さんをモデル

に主人公・葉野珠（石橋静河さん）が明治・
大正・昭和を駆け抜ける物語です。タイトル
は「咲き誇れ！」を意味します。
　千代さんの「何でも一度してみること」、
そして逆境をはねのける姿勢は多くの人に希
望と勇気を与えてくれます。
　岩国市は「観光面で大きな起爆剤になる」
と期待を寄せますが、課題は観光客受け入れ
の取り組みです。全国からどっと押し寄せる
ファンをいかにもてなし、満足していただけ
るか。生家への導線確保や大型バス受け入れ
も可能な駐車場等の環境整備も含め、早急な
対応が必要です。
　千代さんの死後、岩国市には「宇野千代記
念館」構想も持ち上がりました。その設計者
は仏ポンピドー・センターメスなどの代表作
があり、「建築界のプリツカー賞」を受賞し
た坂茂（ばん・しげる）さんです。記念館が
出来ていれば、どんなに素晴らしいことだっ
たでしょう。
　残念ながら計画はとん挫してしまったので
すが、失敗から立ち直り、再生するのが千代
さんの精神です。宇野千代顕彰会と NPO 法
人宇野千代生家は千代さんにちなむイベント
を企画しており、ファンを増やしたいと考え
ています。
　昨年秋、顕彰会が宇野千代生家で行った

「紅葉茶会」には過去最多の600人の客が押
し寄せ、朝ドラ放送前から人気が高まってい
ることを証明するものになりました。岩国に
きっと大きな花が咲きますように……。

2025年11月の宇野千代茶会

茶席を設けた裏千家淡交会の皆さん



税務署だより①



　　　　和酒探訪家　池田一郎

税務署だより②



研修委員会主管の『法人学校』を令和 7 年 10 月 8 日（水）・15 日（水）に岩国市民文化会館にて開催し
ました。数えること 48 回目になります。本年度の講座内容は『贈与税・相続税の事業承継税制について』と『所
得税の基礎控除の見直し等について』としました。また、今回は、岩国年金事務所の山本副所長をお招きし『老
齢年金の繰下げ制度』・『事業所向けオンラインサービス』・『ねんきんネット』について実際に各自のスマー
トフォンを使用し、たくさんのサービスを体験してもらいました。

研修委員長　木　下 　典　 昭

研修委員会だより

第48期法人学校を終えて

岩国年金事務所　山本副所長 広島東税務署　森平審理専門官

令和 7 年 10 月 17 日（金）岩国市民会館大ホールにおいて映画鑑賞会『花まんま』を上映しました。会
員ほか多くの一般の方々約 500 人の来場でした。

タオル 1 枚運動『ふくしの夕べ』も数えること 23 回目となり集まったタオルは累計 18,021 枚となりま
した。タオルは岩国市社会福祉協議会を通じ市内の幼稚園・保育園等の施設へ送られ有効に使用していただ
いております。

‟ふくしの夕べ”～タオル1枚運動～

　令和７年 11 月 19 日（水） ・26 日（水） 岩国市福祉会館において、所得税の基礎控除の見直し等に関す
る年末調整説明会を開催しました。年末調整業務を円滑に進めていく目的で岩国税務署のご協力により開催
することが出来ました。講師は、法人課税第一部門 統括国税調査官 岡田 美恵 氏をお迎えし、参加者 133
名で説明を受けました。

所得税の基礎控除の見直し等に関する年末調整説明会

開講挨拶する木下研修委員長と会場の様子　

講師　岡田美恵氏 会場の様子　11/19 会場の様子　11/26



地域社会貢献活動

《 タオル 516 枚、岩国市社会福祉協議会へ寄贈 》
　令和 7 年 11 月 10 日（月）岩国市社会福祉協議会に新品のタオル 516 枚を寄贈させていただきま
した。これは会員相互の親睦と地域社会貢献を目的として毎年開催する『ふくしの夕べ タオル一枚運動』
で集まったタオルです。会員一同、これからも本活動を継続していきたいと思います。
　今後共、私共の活動が地域に根ざす社会貢献活動として、地域のお役に立てればと思っております
ので、会員の皆様方には引き続きご支援とご協力をお願い申し上げます。
　

「 Let’ｓ 献血 」のお礼
　初春のお慶びを申し上げます。平素より地域社会貢献活動に対し格別なるご理解とご協力を賜りまして心

より御礼申し上げます。
　去る令和 7 年 11 月 12 日（水）に第 28 回『 Let's 献血 』を開催致しました。毎年『 税を考える週間 』
に岩国税務署駐車場をお借りして開催しておりますが、事業開催に際しまして税務ご当局をはじめ親会・青
年部会・女性部会のご協力を頂き、スムーズに事業を進める事が出来ました。血液の需要が増えるこの時期、
お陰様で会員・関係企業の皆様や地域の皆様に足を運んで頂き、法人会受付 102 名（内採血者 85 名）と
なりました。献血にご協力ご参加賜りました皆様方に心より感謝を申し上げます。善意による献血が、多く
の命を救っています。皆様方の温かい献血へのご理解ご協力を引き続きよろしくお願いいたします。

社会貢献実行委員長　𠮷　野　宏　俊

受付窓口 献血中の横山署長 献血会場

目録を手渡す鈴木会長 寄贈式出席者



カメラレポート

R7.7/2　9/17
研修委員会

R7.7/9　11/4　12/19
● 広報委員会

R7.8/6　10/1　12/2

合同委員会

R7.9/9

 中法連定期総会

R7.10/31

租税教室講師養成研修
R7.11/7

組織委員会

R7.１1/14

税を考える週間広報活動
R7.12/3

 税に関する中学生の作文表彰式
R7.12/15

 交通安全運動



カメラレポート
租税教室

村田典敬 氏

R7.7/7
岩国中学校

吉村理事 吉村隆良 氏

塩田副会長

R7.7/10
麻里布小学校

松田理事 都留理事

R7.11/26
修成小学校



令和 7 年 11 月 20 日（木）・21 日（金）第 39 回全国青年の集い山梨大会に参加し、各地青年部の
事例発表や講演を通じて、多様な視点と新たな気づきを得ることができました。交流会では絆を深め、
今後の活動への意欲も高まりました。岩国法人会として得た学びを持ち帰り、地域に活かしてまいり
ます。部会長として更なる発展に努めます。

青年部会コーナー

リレーマラソン実行委員長 　富　岡　悠　治

「日米親善リレーマラソン2025 in 岩国」に参加して

令和 7 年 12 月 7 日（日）岩国市主催の第９回日米親善リレーマラソンへ主管として例年通り飲食の

販売コーナーと税金クイズのブースを会場に設置し参加しました。また、これまで岩国まつりで実施し
ていた税に関する紙芝居を上演しました。水資源の大切さとそれを支える税の役割を描いた「カッパの
いたずら」を約 30 人の子供たちが鑑賞しました。国税庁の e-TAX キャラクターの「イータ君」と一
緒に飲食販売と税金クイズへの呼び込みと役になり切ってアドリブを加える役者ぶりを披露した岩国税
務署の職員を初め、青年部会役員の役になり切ったセリフに大変感激しました。紙芝居上演後は、参加
してくれた子供たちに用意したお菓子を配りました。
　最後になりますが、今回もお手伝いに参加された税務署職員の皆様、山口銀行の行員の皆様並びに法
人会の皆様ありがとうございました。

部会長 　柏　原　規　孝

第39回法人会全国青年の集い（山梨大会）に参加して



青年部会コーナー

定例役員会   
R7. 7/24  8/21  9/25   10/16   11/25  12/10

健康経営委員会 
  R7. 8/4　9/16　10/16　11/25　

三役会   
R7. 8/7　11/28  

第27回法人会山口県青の集い宇部大会   　
　　　　　　　　　　   R7. 9/19　

青年部会連絡協議会  
 R7. 8/22　9/19  

日米親善リレーマラソン実行委員会   　
　　　　　  　R7. 9/5　9/25　10/16　

税務等研修   
R7. 9/25

忘年会  
 R7. 12/10

租税教室  
愛宕小学校                　R7. 7/10

租税教室 　　　　　　　

愛宕小学校                       R7. 7/10

租税教室  　　　　　　　

愛宕小学校                　R7. 7/10

租税教室  
    由西小学校              　    R7. 9/10

　浴本講師　田中講師 　　林 講師

　大草講師



土木工事一式

株式会社藤 原 建 設
岩国市由宇町北六丁目 3番 8号



　令和 7 年９月 18 日（木）全国女性フォーラム北海道大会が札幌で開催され、全国から約 1,600 名
の女性部会員が一堂に会しました。
　大会テーマは「自然と女性の活力で笑顔いっぱい北海道。～明日をつなごう！未来をつなごう！～」

として、自然、他地域と共生する持続可能な優しい未来と、女
性が飛躍できる社会の実現を発信していきたい。と宣言されま
した。
　活動報告では、「食品ロス削減」の取り組みについて各地から
の報告を受け、活動の輪が広がっていると実感したこと。また、

「いちごプロジェクト」を立ち上げ、使用電力 15% 削減にも取
り組んでいることが紹介されました。会場には租税教育の一環
である「税に関する絵はがきコンクール」の入賞作品が展示さ
れており、力作の数々から租税教育の浸透ぶりが伝わってきま
した。
　他の単位会の取り組みを見聞きすることは、女性部会活動の
意義と役割を改めて考える良い機会となりました。この北海道
大会での学びを活かし、持続可能な優しい未来のために、「私た
ちに何ができるのか」を考えながら、女性ならではの視点で笑
顔あふれる社会づくりに貢献していけるよう、今後も尽力して
まいりたいと思います。

第19回全国女性フォーラム〈北海道大会〉に参加して
  　女性部会　村　中　小百合

女性部会コーナー

第17回「夏休み税ミナール探検隊」
  　女性部会　北　島　明　子

　令和 7 年 8 月 5 日（火）　「税ミナ―ル探検隊」を開催しました。税金で建てられた建物として市役
所を見学し、小学生 15 組 34 名が参加しました。市長は不在でしたが、職員の方々が丁寧に案内して
くださり、税金の話もクイズ形式で楽しく学ぶことができました。市長室や議場など普段は入れない
場所に子どもたちは興味津々で、議長席に座って写真を撮る体験も大喜び。屋上からの岩国市内の眺
めは感動的で、充実した一日となりました。最後になりますが、岩国市役所の職員の皆さまには、お
忙しい中ご協力を賜り、心より御礼申し上げます。



女性部会コーナー

第15回 税に関する絵はがきコンクール
 審査会　R7.10/3　　  審査会　R7.10/3　　

 貼付け作業　R7.11/4～5　  　展示作業　R7.11/10　　

 表彰式　岩国小学校　R7.11/10  　　　  表彰式　和木小学校　R7.11/11　

 表彰式　麻里布小学校　R7.11/13　　　  表彰式　通津小学校　R7.11/12　　　

 表彰式　灘小学校　R7.11/20　　  表彰式　玖珂小学校　R7.11/21　　



女性部会コーナー

租税教室  　　　　
 河内小学校　    　　　 R7. 7/14

フードドライブ活動   
R7. 11/5

会員親睦会 
 R7. 12/10

食事会  
R7. 12/10  

租税教育活動シンポジウム光大会   　
　　　　　　　  R7. 8/27　

税務研修 
R7. 9/25

租税教育活動シンポジウム光大会   　
　　　　　　    　R7. 8/27　

租税教室  　　　　
 藤河小学校　　　　　　R7. 7/1

　　佐藤講師　内野講師

税務研修 
R7. 9/25
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             令和 7年度「税に関する中学生の作文」

　

夏
休
み
に
家
族
と
ス
ー
パ
ー
へ
買
物
に

行
っ
た
と
き
、
レ
ジ
で
「
消
費
税
が
10
％
で

す
」と
書
か
れ
て
い
る
の
を
見
て
、ふ
と「
税

金
っ
て
、
ど
ん
な
ふ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
の

だ
ろ
う
？
」
と
気
に
な
り
ま
し
た
。
母
に
聞

い
て
み
る
と
、「
税
金
は
、
国
や
町
が
い
ろ

ん
な
サ
ー
ビ
ス
を
す
る
た
め
に
使
わ
れ
て

い
る
の
よ
」
と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
例
え

ば
、
道
路
や
信
号
、
公
園
の
遊
具
、
ご
み
回

収
、
救
急
車
や
消
防
車
な
ど
、
私
た
ち
の
暮

ら
し
に
必
要
な
こ
と
の
多
く
が
、
税
金
で
ま

か
な
わ
れ
て
い
る
と
知
っ
て
、
と
て
も
驚
き

ま
し
た
。
道
路
や
信
号
機
、
ゴ
ミ
収
集
車
、

救
急
車
な
ど
、
外
に
出
た
と
き
に
目
に
す
る

も
の
は
、
よ
く
考
え
た
ら
全
部
、
税
金
で
支

え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
気
づ
き
ま

し
た
。
今
ま
で
は
気
に
せ
ず
見
て
い
た
も
の

が
、
す
ご
く
大
事
な
役
割
を
持
っ
て
い
た
こ

と
に
気
づ
い
て
、
物
の
見
え
方
が
少
し
変
わ

り
ま
し
た
。

　

僕
の
家
の
近
く
に
は
小
さ
な
公
園
が
あ

り
ま
す
。
休
日
に
は
小
さ
い
子
ど
も
た
ち
が

遊
び
、
お
年
寄
り
が
ベ
ン
チ
で
休
ん
で
い
る

様
子
を
よ
く
見
か
け
ま
す
。
公
園
の
遊
具
や

ベ
ン
チ
、
植
え
ら
れ
て
い
る
花
な
ど
も
、
税

金
で
整
備
さ
れ
た
も
の
だ
と
考
え
る
と
、
自

然
と
「
大
切
に
使
お
う
」
と
い
う
気
持
ち
が

わ
い
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ニ
ュ
ー
ス
で
「
税
金
の
使
い
道
が

問
題
に
な
っ
て
い
る
」
と
い
う
話
を
聞
く
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
人
か
ら
集
め

た
お
金
だ
か
ら
こ
そ
無
駄
づ
か
い
せ
ず
に
、

必
要
な
と
こ
ろ
に
使
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
い
ま
す
。
税
金
を
使
う
立
場
の
人

に
は
、
大
き
な
責
任
が
あ
る
と
い
う
こ
と
も

忘
れ
て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

僕
は
ま
だ
中
学
生
で
、
税
金
を
納
め
て
い

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
、
買
い
物

を
す
る
と
き
に
は
消
費
税
を
は
ら
っ
て
い

る
し
、
学
校
や
町
の
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス

を
通
じ
て
、
す
で
に
税
金
の
助
け
を
受
け
な

が
ら
生
活
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

　

将
来
、
大
人
に
な
っ
て
働
く
よ
う
に
な
れ

ば
僕
も
税
金
を
納
め
る
立
場
に
な
り
ま
す
。

そ
の
と
き
に
は
、
た
だ
納
め
る
だ
け
で
な

く
、「
自
分
の
お
金
が
社
会
に
ど
う
使
わ
れ

て
い
る
の
か
」
を
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
税
金
が
正
し

く
使
わ
れ
る
よ
う
、
世
の
中
に
関
心
を
も
ち

続
け
る
こ
と
も
大
事
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

税
金
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
は
、
今
の
自

分
た
ち
の
暮
ら
し
を
知
る
こ
と
だ
け
で
な

く
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
を
ど
う
し
て
い
く
か

を
考
え
る
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
身
の
回
り
の
こ
と

に
目
を
向
け
て
、
税
金
の
こ
と
を
も
っ
と
知

っ
て
い
き
た
い
で
す
。
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僕
は
こ
れ
ま
で
、
税
金
に
つ
い
て
深
く
考

え
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。
ニ
ュ
ー
ス
で
税
金

が
上
が
る
、
減
税
さ
れ
る
と
聞
く
こ
と
は
あ

っ
て
も
、
そ
れ
が
自
分
の
生
活
に
ど
う
関
係

し
て
い
る
の
か
実
感
が
な
く
、
た
だ
お
金
が

取
ら
れ
る
も
の
だ
と
い
う
印
象
く
ら
い
し

か
な
か
っ
た
。

　

た
だ
そ
の
考
え
が
、
曾
祖
母
の
老
人
ホ
ー

ム
入
所
で
少
し
変
わ
っ
て
き
た
。
そ
し
て
税

金
を
身
近
に
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

母
が
そ
の
老
人
ホ
ー
ム
で
管
理
栄
養
士
と

し
て
働
い
て
い
る
と
い
う
事
実
が
あ
る
か

ら
だ
。

　

曾
祖
母
は
数
年
前
老
人
ホ
ー
ム
で
生
活

し
て
い
た
。
毎
日
落
ち
着
い
た
環
境
の
中
で

過
ご
し
、
楽
し
み
だ
っ
た
の
は
食
事
の
時
間

だ
っ
た
と
思
う
。
た
だ
曾
祖
母
は
小
食
だ
っ

た
。
そ
ん
な
曾
祖
母
の
食
事
に
つ
い
て
、
母

か
ら
「
今
日
は
全
部
食
べ
た
」「
甘
い
も
の

を
食
べ
て
嬉
し
そ
う
だ
っ
た
」
な
ど
と
話
を

聞
い
て
僕
は
ほ
っ
と
し
た
気
持
に
な
っ
た
。

食
べ
る
こ
と
は
生
き
る
こ
と
の
基
本
だ
と

思
う
。
そ
し
て
、
安
心
し
て
美
味
し
く
食
べ

ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
人
生
の
質
を
左
右

す
る
大
事
な
要
素
だ
と
も
思
う
。

　

そ
の
曾
祖
母
の
食
事
を
支
え
て
い
る
の

が
僕
の
母
だ
。
母
は
老
人
ホ
ー
ム
の
管
理
栄

養
士
と
し
て
、
高
齢
者
一
人
ひ
と
り
の
健
康

状
態
や
噛
む
力
に
合
わ
せ
て
提
供
内
容
を

考
え
た
り
、
調
理
ス
タ
ッ
フ
に
指
示
を
出
し

た
り
し
て
い
る
。
母
は
よ
く
「
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
が
完
食
し
て
く
れ
る
と
嬉
し
い
」
と
言
っ

て
い
た
そ
の
言
葉
に
は
、
た
だ
の
仕
事
以
上

の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
た
よ
う
に
感
じ

る
。

　

こ
の
よ
う
な
老
人
ホ
ー
ム
の
運
営
は
、
介

護
保
険
制
度
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
介
護
保
険
制
度
は
、
国
民
が
納
め
る
税

金
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、

曾
祖
母
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
て
い
た
の
も
、

親
が
専
門
的
な
仕
事
を
す
る
環
境
が
整
っ

て
い
る
の
も
、
税
金
の
支
え
が
あ
っ
て
こ
そ

な
の
で
あ
る
。
僕
は
こ
の
事
実
を
知
り
、
税

金
が
誰
か
の
「
い
た
だ
き
ま
す
」
や
「
お
い

し
か
っ
た
」
を
支
え
て
い
る
の
だ
と
実
感
し

た
。

　

税
金
は
、
学
校
、
病
院
、
消
防
、
警
察
な

ど
僕
た
ち
の
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
場
所
で
使

わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
な

く
、
未
来
を
つ
く
る
投
資
で
も
あ
る
と
思

う
。
曾
祖
母
が
支
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
に
、

い
つ
か
僕
や
、
こ
れ
か
ら
生
ま
れ
て
く
る
子

ど
も
た
ち
も
、
税
金
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
る

日
が
来
る
か
も
し
れ
な
い
。
税
金
は
今
を
守

る
と
同
時
に
、
次
の
世
代
へ
つ
な
が
っ
て
い

く
橋
の
よ
う
な
も
の
だ
と
思
う
。

　

こ
れ
か
ら
数
年
後
に
は
、
僕
も
社
会
人
と

し
て
働
き
、
税
金
を
納
め
る
立
場
に
な
っ
て

く
る
。
そ
の
と
き
は
た
だ
の
義
務
と
し
て
で

は
な
く
、
誰
か
の
暮
ら
し
や
笑
顔
を
支
え
る

一
部
に
な
れ
る
と
思
い
な
が
ら
、
誇
り
を
持

っ
て
税
金
を
納
め
た
い
と
思
う
。
そ
し
て
、

税
金
が
正
し
く
、
公
平
に
使
わ
れ
る
よ
う

に
、
僕
も
関
心
を
持
ち
続
け
た
い
と
思
う
。


